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八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町

　八日市市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町は、各
市町の6月定例議会での議決を経て、法律に基づく合
併協議会を6月27日に設置しました。会長は中村功一八
日市市長、副会長には４町の各町長が任意協議会に引
き続き就任することになりました。

　また、6月30日に滋
賀県知事から県内で
は7番目となる合併
重点支援地域の指定
を受けました。今後
は合併に向けた本格
的な取り組みが進め
られます。

法定の合併協議会がスタート!!

▲法定協議会を立ち上げ、合併に向けがっちり手を組む1市4町の首長

▲國松県知事から合併重点支援
地域の指定を受ける中村会長
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魅
力
と
活
力
あ
る

新
し
い
田
ま

園
ち

づ
く
り



　6月26日㈭、永源寺町地域産業振興会館において、第3回八日市
市・永源寺町・五個荘町・愛東町・湖東町合併検討協議会が開催さ
れ、新市の事務所の位置などの3つの議案が審議され、また、議会の議
員の定数や任期の取扱いなど5つの議案が提案されました。
　また7月31日㈭、法定協議会が設置された後の第1回合併協
議会が、五個荘町てんびんの里文化学習センターで開催さ
れ、5月～6月にかけて任意協議会で決定された事項につい
て再確認しました。また財産の取扱いなど5つの議案が新たに
提案されました。

愛
東
町
長
に
植
田
茂
太
郎
氏
就
任

　

6
月
27
日
に
、法
定
合
併
協
議
会
が

発
足
し
、い
よ
い
よ
名
実
共
に
生
活
圏
を

共
有
す
る
1
市
4
町
に
よ
る
合
併
協
議

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
は
、こ
の
合
併
に
つ
い
て
、町
民
の
皆

さ
ん
の
意
向
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、将
来

に
わ
た
っ
て
悔
い
の
な
い
、ま
た
、次
代
を

背
負
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が
本
当
に
良

か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
、そ
の
実
現

に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
す
。

　

合
併
は
百
年
の
大
計
で
す
。今
後
と
も

町
民
の
皆
さ
ん
と
十
分
な
話
し
合
い
を
し

な
が
ら
、新
し
い
ま
ち
、自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
の
将
来
の
あ
り
方
を
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

し
か
る
べ
き
合
併
の
決
定
に
際
し
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
全
員
の
賛
同
を
得
て
、新

し
い
市
の
誕
生
を
お
祝
い
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

第3回任意協議会の報告
協
議
さ
れ
た
事
項

　

財
政
的
な
面
か
ら
、新
市
の
事
務
所
は
新
設
せ
ず
、

既
存
の
建
物
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、増
築
を
最
小

限
と
す
る
た
め
既
存
床
面
積
が
広
く
、敷
地
面
積
も

相
当
量
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。ま
た
事
務
所
は
、距

離
、交
通
面
、国
や
県
等
の
関
係
行
政
機
関
を
含
め
た

利
便
性
に
つ
い
て
、住
民
の
立
場
で
総
合
的
に
考
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。以
上
の
点
か
ら
、新
市
役
所
の
位

置
は
現
八
日
市
市
役
所
と
決
ま
り
ま
し
た
。

新
市
の
事
務
所
に
つ
い
て
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合
併
に
向
け
て

○
新
市
の
事
務
所（
市
役
所
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
置
に
つい
て

新
市
役
所
は
現
在
の
八
日
市
市
役
所（
八
日

市
市
緑
町
10
番
5
号
）と
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

他
の
各
町
役
場
に
つ
い

て
は
支
所
に
、永
源
寺

町
の
政
所
支
所
は
出

張
所
と
な
る
こ
と
が
併

せ
て
決
定
さ
れ
ま
し

た
。な
お
、市
役
所・支

所
・
出
張
所
の
取
扱
い

提
案
さ
れ
た
事
項

○
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び

 

任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

 

及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つい
て

○
町
名
、字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
慣
行
の
取
扱
い
に
つい
て

○
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
（
内
容
は
左
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

事
務
に
つ
い
て
は
、住
民
の
利
便
性
や
地
域
の

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、今
後
組
織
等
の
検

討
と
合
わ
せ
て
具
体
的
な
協
議
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

○
一般
職
の
職
員
の
身
分
の

 
 

取
扱
い
に
つい
て

現
在
の
各
市
町
職
員
は
、す
べ
て
新
市
の

職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
、新
市
に
お
い
て
定
員
適

正
化
計
画
を
策
定
し
、定
員
管
理
の
適
正

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、職
名
・
職

階
、給
与
に
つ
い
て
も
今
後
調
整
し

統
一を
図
って
い
き
ま
す
。

 

○
特
別
職
の
身
分
の

 

　
　
　

取
扱
い
に
つい
て

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

•
法
令
に
基
づ
き
、合
併
の
日
の
前
日

に
全
員
失
職
す
る
。

•
新
市
の
市
長
は
、合
併
後
50
日
以

内
に
選
挙
に
よ
り
選
出
。助
役
等

は
、新
市
長
選
任
後
、議
会
の
同
意

を
得
て
新
た
に
選
任
す
る
。ま
た

教
育
委
員
会
や
選
挙
管
理
委
員

会
、公
平
委
員
会
等
の
行
政
委
員

会
の
特
別
職
は
、法
令
等
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
い
選
任
す
る
。

•
審
議
会
や
委
員
会
等
の
附
属
機

関
及
び
そ
の
他
の
特
別
職
に
つ
い
て

は
、新
市
に
お
い
て
も
引
き
続
き

設
置
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
は
、

新
た
に
選
任
す
る
。

新
市
役
所
は

　

現
八
日
市
市
役
所
に
!!

❶新市の本庁舎は、現八日市市役所を
活用し、住民サービスや行政運営に
支障のないよう庁舎の整備に努める。

❷支所については、各町役場を活用し、
住民の便宜を図るための事務、例え
ば住民・戸籍・環境・税・福祉・道路河川
維持管理・農林等の窓口業務を行う。

❸出張所は、現永源寺町政所支所の施
設を活用し、住民の便宜を図るため
の事務、例えば住民・戸籍・税等の窓
口業務を行う。

❹各事務所間を結ぶ必要な機能整備
を行い、住民サービスや行政運営に
支障のないよう努める。

【具体的な考え方】

▲

現 

八
日
市
市
役
所

コ
コ
に
注
目
!!



在任期間
満 了 日
H17.10.31
▼

合 併 時
H17.2.11
▼

第 1回協議会（法定）の報告
協
議
さ
れ
た
事
項

　合併に伴い、議会議員はすべて失職することになります。し
かし、次の理由により、「在任特例」を適用し、8ヶ月余り議会の
議員の身分を引き継ぐことを決定しました。
・住民の意見を合併後の行政に反映させる。
・合併前に協議した事項について、合併後一定期間その実
施状況を確認する。

・原則は新市の市長選挙と同一選挙になるため、住民の
混乱を回避する。

・合併という大きな変革時期に空白期間を設けない。
　在任期間は、法的には合併後2年まで認められていますが、
合併の効果や民意等を考慮し、平成17年10月31日までとし、
また定数は、社会情勢を鑑み、法律の上限30人のところを、同
規模自治体を参考に24人としました。

議会の議員の定数及び任期の取扱い

合併後、
最初の選挙は
定数24人

/7  31

在任特例適用
1市4町の議会議員72人の全員が新市の
議員として在籍する

○
協
議
第
15
号

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

                             
取
扱
い
に
つ
い
て

•
合
併
特
例
法
の
在
任
特
例
の
規
定
を
適
用
し
、

合
併
後
の
平
成
17
年
10
月
31
日
ま
で
引
き
続

き
新
市
の
議
会
議
員
と
し
て
在
任
す
る
。

•
平
成
17
年
11
月
1
日
以
降
の
新
市
の
議
会
議

員
の
定
数
は
、24
人
と
す
る
。

•
平
成
17
年
10
月
31
日
の
在
任
特
例
の
任
期
満

了
に
伴
う
最
初
の
選
挙
に
限
り
、市
町
ご
と
に

選
挙
区
を
設
け
、そ
の
定
数
は

　

八
日
市
市
の
選
挙
区 

10
人

　

永
源
寺
町
の
選
挙
区 

3
人

　

五
個
荘
町
の
選
挙
区 

4
人

　

愛
東
町
の
選
挙
区 

3
人

　

湖
東
町
の
選
挙
区 

4
人 

と
す
る
。

以
上
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
16
号

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び

                　

任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

•
新
市
に
1
つ
の
農
業
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の

選
挙
委
員
の
定
数
は
合
併
時
ま
で
に
調
整
を

行
う
。た
だ
し
、平
成
17
年
7
月
19
日
ま
で

は
、法
律
に
基
づ
き
1
市
4
町
の
そ
れ
ぞ
れ

の
農
業
委
員
会
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
。

•
新
市
の
選
挙
は
選
挙
区
を
設
け
実
施
す
る
。

以
上
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
17
号

町
名
、字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て

住
民
票
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
町（
丁
目
）・大
字

名
の
取
扱
い
は
、そ
の
区
域
は
変
更
せ
ず
、

次
の
表
示
例
を
基
本
と
し
、自
治
会
や
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
踏
ま
え
た
後
に
決

め
て
い
く
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
18
号

慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て

市
章
は
、合
併
時
ま
で
に
決
定
し
、新
市

に
お
い
て
制
定
。市
民
憲
章
や
市
の
花
・

木・鳥・歌・各
種
宣
言
に
つ
い
て
は
、新
市

に
お
い
て
必
要
性
を
含
め
検
討
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
19
号

電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

合
併
時
に
電
算
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
よ
う
調
整

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、法
人
税
や
納
期
前
納
報
奨
金
な
ど

の
取
扱
い
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
22
号

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

１
市
４
町
が
加
入
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合

等
に
つ
い
て
は
、次
の
分
類
に
よ
り
取
扱
う
こ

と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

•
各
市
町
は
、合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て一
部

事
務
組
合
等
を
脱
退
し
、合
併
の
日
に
新

市
と
し
て
再
度
加
入
す
る
。

　
（
例 

東
近
江
行
政
組
合
、愛
知
郡
広
域
行

政
組
合
、中
部
清
掃
組
合
な
ど
）

•
合
併
の
日
の
前
日
を
も
って
脱
退
す
る
。

　
（
例 

滋
賀
県
町
村
土
地
開
発
公
社
な
ど
）

•
合
併
時
に
統
合
再
編
す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

　
（
例 

介
護
認
定
審
査
会
な
ど
）

提
案
さ
れ
た
事
項

•
新
市
に
引
き
継
ぎ
、存
続
す
る
。

　
（
例 

八
日
市
市
土
地
開
発
公
社
、財
団
法
人

愛
の
田ま

園ち

振
興
公
社
）

○
協
議
第
23
号

条
例
、規
則
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

各
種
事
務
事
業
等
の
調
整
内
容
に
基
づ
き
、合

併
後
の
事
務
事
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
調
整

す
る
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
24
号

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

各
団
体
と
今
後
充
分
協
議
し
な
が
ら
、統
合・

再
編
等
の
調
整
に
努
め
る
。た
だ
し
、特
別
な

事
情
に
よ
り
調
整
が
困
難
な
団
体
は
、当
分
の

間
、現
行
の
と
お
り
と
し
、合
併
後
の
統
合
に

努
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
定
協
議
会
へ
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、会

議
運
営
規
程
や
傍
聴
規
程
な
ど
の
事
項
が
改
め

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、任
意
協
議
会
で
す

で
に
決
定
さ
れ
た「
合
併
の
方
式
」や「
合
併
の
期

日
」、「
新
市
の
事
務
所
の
位
置
」な
ど
７
つ
の
協

議
項
目
が
再
確
認
の
う
え
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
20
号

財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て

各
市
町
の
所
有
す
る
財
産
は
、す
べ
て
新
市

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

○
協
議
第
21
号

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
地
方
税
の
取
扱
い
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

市　町 現在の議員定数 合併前からの通算在任期間
八日市市 20人 2年2ヶ月
永源寺町 12人 2年6ヶ月
五個荘町 14人 2年　　
愛 東 町 12人 1年8ヶ月
湖 東 町 14人 2年　　

八
日
市
市
青
葉
町
△
番
□
号 

⬇ 

○
○
市
青
葉
町
△
番
□
号

八
日
市
市
沖
野
一
丁
目
△
番
□
号 

⬇ 

○
○
市
沖
野
一
丁
目
△
番
□
号

神
崎
郡
永
源
寺
町
大
字
相
谷
△
番
地 

⬇ 

○
○
市
相
谷
町
△
番
地

神
崎
郡
五
個
荘
町
大
字
石
川
△
番
地 

⬇ 

○
○
市
石
川
町
△
番
地

愛
知
郡
愛
東
町
大
字
青
山
△
番
地 

⬇ 

○
○
市
青
山
町
△
番
地

愛
知
郡
湖
東
町
大
字
池
庄
△
番
地 

⬇ 

○
○
市
池
庄
町
△
番
地

【
合
併
前
】

【
合
併
後
】

税　

目

税　
　
　
　
　

率

納　

期

個
人
住
民
税
所
得
割
は
現
行
の
と
お
り
、

均
等
割
は
税
法
上
の
人
口
規
模
に
よ
り

二
〇
〇
〇
円
⇩
二
五
〇
〇
円
と
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この情報誌は古紙配合率100％再生紙を使用しています。

Information

項　　目 提
案
協
議
決
定

1 合併の方式 〇 〇 〇
2 合併の期日 〇 〇 〇
3 新市の名称 〇 〇
4 新市の事務所（市役所）の位置 〇 〇 〇
5 議会の議員の定数及び任期の取扱い 〇 〇 〇
6 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い 〇 〇 〇
7 一般職の職員の身分の取扱い 〇 〇 〇
8 特別職の身分の取扱い 〇 〇 〇
9 財産の取扱い 〇
10 地方税の取扱い 〇
11 町名、字名の取扱い 〇 〇 ※〇
12 慣行の取扱い 〇 〇 〇
13 一部事務組合等の取扱い 〇
14 条例、規則等の取扱い 〇
15 組織及び事務機構の取扱い
16 公共的団体等の取扱い 〇
17 使用料、手数料等の取扱い
18 補助金、交付金等の取扱い
19 各種事務事業の取扱い
1 消防防災関係事業
2 電算システム事業 〇 〇 〇
3 交通政策事業
4 広報広聴関係事業
5 姉妹都市、国際交流事業
6 コミュニティ施策
7 人権対策関係事業
8 生活環境事業
9 上・下水道事業
10 高齢者福祉事業
11 介護保険事業
12 障害者福祉事業
13 児童福祉事業
14 病院（診療所）関係事業
15 生活保護事業
16 国民健康保険事業
17 保健衛生事業
18 建設関係事業
19 都市計画関係事業
20 農林水産関係事業
21 商工・観光・労政関係事業
22 学校教育事業
23 社会教育事業
24 その他協議が必要な事業

20 新市建設計画（新市まちづくり計画）

●合併協定項目の協議状況

●第2回合併協議会開催のお知らせ

日時：平成15年8月27日㈬ 午後2時から
場所：愛東町総合福祉センターじゅぴあ
  　　（愛東町役場 南側）
傍聴：定員40名（予定）

●協議会は傍聴できます

　合併協議会は公開を原則としています。開
催場所により傍聴の定員が異なります。傍聴を
希望される方は、午後1時から1時45分までに受付
をしてください。
　なお、希望者が予定人数を越えた場合は、1時45分ま
でに受付された方を対象に抽選とさせていただきます。

●第3回合併協議会開催のお知らせ

日時：平成15年9月25日㈭ 午後2時から
場所：湖東町みすまの館（ひばり公園内）
傍聴：定員40名（予定）

まち・未来通信第2号の2ページに記載の「1
市4町の変遷」中、愛東村から愛東町になっ
た日付「S40.2.11」は「S46.2.11」の誤りでし
た。お詫びして訂正させていただきます。

●新市まちづくり計画策定委員会始動

  第１回の任意協議会で「新市まちづくり計画策定委員
会」を設置することが決定され、このたび一般募集委員

の募集を行った結果、46名
の応募があり、厳正な公開
抽選で18名が決定されまし
た。策定委員会では、「市町
村建設計画」として、まちの
将来像やまちづくり方針・方
策など今後継続してご協議
いただきます。

●委員の変更
愛東町長選挙に伴い、協議会委員が次のとおり変更と
なりました。

（敬称略）

副会長（愛東町長） 植田 茂太郎 （第1回法定協議会から）
愛東町議会推薦 鈴村 重史 （第3回任意協議会から）

●協議会の会議資料や会議録が閲覧できます

　協議会の会議資料や会議録は、協議会ホームページ
でご覧いただけます。なお、直接閲覧を希望される方は、
合併協議会事務局または、各市町合併担当課までお越し
ください。

お詫びと訂正

※基本方針を決定




